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体
制
転
換
後
の
地
方
自
治
制
度
の
設
計

─
─
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
比
較
分
析
─
─

須
　
　
川
　
　
忠
　
　
輝

は
じ
め
に

　

な
ぜ
政
治
制
度
を
共
有
し
て
き
た
経
験
を
持
つ
国
々
で
異
な
る
地
方
自
治
制
度
が
導
入
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
主
主
義
的
な
政
治

制
度
の
設
計
を
目
指
す
中
で
、
な
ぜ
地
方
自
治
制
度
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
体
制
転
換
直
後
の

東
欧
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
設
計
を
対
象
と
し
て
、
前
記
の
疑
問
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

社
会
主
義
か
ら
の
体
制
転
換
を
果
た
し
た
東
欧
諸
国
で
は
、
民
主
化
の
過
程
で
既
存
の
中
央
集
権
的
な
政
治
制
度
の
解
体
と
再
構
築

が
実
施
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
社
会
主
義
時
代
に
は
実
質
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
方
自
治
の
導
入
が
そ
の

象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
地
方
自
治
制
度
は
多
様
で
あ
り
、
特
に
各
国
間
で
執
政
部
の
選
出
方
法
に
際
立
っ
た

差
異
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
別
す
る
と
議
会
が
執
政
部
を
選
出
す
る
「
議
会
制
」
を
導
入
し
た
国
と
住
民
が
執
政
部
と
し
て
の
首

長
を
直
接
選
出
す
る
「
二
元
代
表
制
」
を
導
入
し
た
国
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
主
義
期
以
前
か
ら
体
制
転
換
後
に
至

る
ま
で
一
つ
の
国
家
を
形
成
し
て
き
た
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
両
国
で
は
同
時
期
に
地
方
自
治
制
度
の
設
計

（
1
）
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が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ェ
コ
で
は
議
会
制
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
二
元
代
表
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
地
方

執
政
部
の
選
出
方
法
に
関
す
る
制
度
設
計
に
お
い
て
、
両
国
で
差
異
が
生
じ
た
の
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
パ
ズ
ル
で
あ
る
。

　

予
め
結
論
を
述
べ
る
と
、
本
稿
は
政
党
政
治
の
動
態
に
着
目
し
て
前
記
の
疑
問
に
解
答
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
設
計
の
主
体

と
な
る
国
政
与
党
が
、
自
ら
の
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
環
境
を
推
定
し
た
上
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
地
方
政
府
の
政
権
運
営
に
参
加

す
る
可
能
性
を
高
め
る
制
度
を
選
択
し
た
と
主
張
す
る
。

　

地
方
自
治
制
度
の
中
で
、
執
政
部
を
ど
の
よ
う
に
選
出
す
る
か
を
議
論
す
る
こ
と
は
、
次
の
三
つ
の
意
義
が
あ
る
。
第
一
に
民
主
化

と
地
方
自
治
の
関
係
を
解
明
で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
政
の
民
主
化
が
地
方
自
治
に
代
表
さ
れ
る
国
内
政
治
制
度
の
設
計
に
ど
の
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
得
る
の
か
と
い
う
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
第
二
に
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
統
治
制
度
と
し
て
の
議
会
制

（
一
元
代
表
制
）
と
二
元
代
表
制
の
選
択
が
決
定
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
政
レ
ベ
ル
の
議
院
内
閣
制
と
大
統
領

制
の
選
択
と
も
大
き
く
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
第
三
に
地
方
分
権
研
究
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
近
年
発
展
し
て
い
る
、
政
党
の
合
理
的
選

択
と
し
て
地
方
分
権
を
捉
え
る
研
究
は
、
実
際
に
制
度
設
計
者
が
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
立
体
的
な
実
証
分
析

が
僅
少
で
あ
り
、
地
方
政
府
を
抜
本
的
に
改
編
す
る
大
規
模
な
改
革
が
分
析
の
射
程
に
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
地
方
政
府
を
新

設
す
る
制
度
設
計
の
差
異
を
分
析
の
パ
ズ
ル
と
す
る
こ
と
で
、
前
記
の
問
題
点
を
克
服
す
る
含
意
を
生
み
だ
し
得
る
。

　

以
下
で
は
、
第
一
に
説
明
す
べ
き
事
象
を
確
認
し
た
上
で
、
体
制
転
換
後
の
制
度
設
計
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、
課
題
に
対

す
る
理
論
的
検
討
と
仮
説
の
提
示
を
行
う
。
第
二
に
、
仮
説
を
実
証
す
る
た
め
に
、
国
政
選
挙
デ
ー
タ
を
用
い
た
制
度
設
計
時
の
政
治

的
環
境
の
推
定
と
、
地
方
自
治
制
度
の
骨
格
を
決
め
る
法
案
の
国
会
で
の
審
議
過
程
を
分
析
す
る
。
第
三
に
、
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と

に
し
て
、
本
稿
で
提
示
し
た
疑
問
に
解
答
を
与
え
る
。
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一 

理
論
的
検
討

（
1
）　

問
題
の
所
在
と
分
析
対
象
の
背
景

　

チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
両
国
は
一
九
一
八
年
に
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
」
と
し
て
独
立
し
た
後
、
戦
間
期
や
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
社
会
主
義
期
、
そ
し
て
体
制
転
換
後
の
一
九
九
二
年
に
至
る
ま
で
一
つ
の
国
家
を
構
成
し
て
き
た
。
一
九
六
九
年
に
は
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
側
か
ら
の
自
治
拡
大
の
要
求
を
受
け
て
、
単
一
制
国
家
か
ら
連
邦
制
に
移
行
し
た
が
、
そ
の
後
も
実
質
的
に
は
中
央
集
権

的
な
様
相
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
両
国
で
は
従
来
、
政
治
経
済
制
度
の
多
く
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
体
制
転
換
後
に
新
た
に
導
入

さ
れ
た
共
和
国
レ
ベ
ル
の
統
治
制
度
や
選
挙
制
度
に
つ
い
て
も
議
院
内
閣
制
と
比
例
代
表
制
と
い
う
共
通
点
を
有
す
る
。

　

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
の
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、
チ
ェ
コ
で
議
会
の
み
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
に
お
い
て
は
議
会
に
加
え
、
首
長
職
も
選
挙
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
両
国
は
同
一
の
連
邦
国
家
を
構
成
し
て
い
た
が
、

地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
チ
ェ
コ
で
は
議
会
制
が
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
二
元
代
表
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

議
会
制
と
二
元
代
表
制
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
だ
ろ
う
か
。
議
会
制
は
、
議
会
が
首
長
な
ど
地
方
政
府
の
執
政
部
を

選
出
す
る
「
権
力
の
融
合
」
的
な
制
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
は
議
会
多
数
派
に
よ
っ
て
執
政
部
が
選
出
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
二
元
代
表
制
は
執
政
部
の
代
表
で
あ
る
首
長
と
議
会
の
選
挙
を
別
個
に
行
い
、「
権
力
の
分
立
」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
首
長
と
議
会
多
数
派
の
党
派
性
が
異
な
る
分
割
政
府
が
発
生
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

執
政
部
の
選
出
方
法
が
重
要
な
理
由
は
、
そ
れ
が
地
方
政
府
内
の
権
限
の
配
置
や
議
会
─
執
政
間
関
係
を
規
定
す
る
、
地
方
自
治
制

度
の
根
幹
だ
か
ら
で
あ
る
。
執
政
部
の
選
出
方
法
の
問
題
は
、
地
方
政
府
に
お
け
る
統
治
制
度
と
選
挙
制
度
の
問
題
で
も
あ
る
。
そ
れ

ら
は
、
政
府
部
門
間
や
政
党
間
の
関
係
を
規
定
し
、
部
門
間
関
係
や
政
党
間
関
係
は
地
方
政
府
の
政
策
選
好
に
影
響
を
与
え
る
（
曽
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我･

待
鳥　

二
〇
〇
七
、
三
頁
）。
さ
ら
に
は
、
地
方
政
府
内
に
お
け
る
議
会
─
執
政
の
水
平
間
関
係
だ
け
で
な
く
、
中
央
政
府
と
の

間
の
垂
直
的
な
中
央
地
方
関
係
に
も
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
制
度
の
う
ち
、
中
央
地
方
間
の
権
限
配
分
や
財
政
移
転
に
係

る
諸
制
度
が
政
権
や
時
期
に
よ
っ
て
不
安
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
執
政
部
の
選
出
方
法
は
極
め
て
安
定
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
執

政
部
の
選
出
方
法
は
地
方
自
治
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
表
す
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
扱
う
両
国
で
地
方
自
治
の
基
幹

と
な
る
法
律
に
執
政
部
の
選
出
方
法
が
明
記
さ
れ
、
他
の
地
方
自
治
諸
制
度
に
優
先
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
体
制
転
換
後
に
行
わ
れ
た
一
九
九
〇
年
と
一
九
九
四
年
の
地
方
選
挙
で
は
、
政
党
が
多
数
の
候
補
者
を
擁
立
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
都
市
部
を
中
心
に
議
席
の
獲
得
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
執
政
部
の
選
出
方
法
の
問
題
は
、「
誰
が
統
治
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題

に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
自
主
的
な
予
算
と
権
限
を
持
つ
地
方
政
府
の
政
治
的
資
源
を
獲
得
す
る
こ
と
を
試
み
る
政
治
ア
ク

タ
ー
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
問
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
に
お
い
て
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
み
が
自

治
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
制
度
設
計
時
点
で
は
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
両
国
は
同
じ
連
邦
国
家
を
構
成
す
る

共
和
国
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
共
和
国
レ
ベ
ル
で
の
政
治
を
国
政
と
表
記
す
る
。

（
2
）　

先
行
研
究
の
概
観

　

社
会
主
義
か
ら
の
体
制
転
換
を
経
験
し
た
国
々
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
既
に
憲
法
制
定
や
中
央
レ
ベ
ル
の
選
挙
制
度
で
多
く
の

研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
れ
ば
社
会
経
済
構

造
に
制
度
設
計
の
要
因
を
求
め
る
立
場
と
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
行
動
や
選
好
を
重
視
す
る
立
場
に
二
分
さ

れ
る
。
両
者
は
、
必
ず
し
も
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
分
析
に
お
い
て
は
双
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（Shugart 1997, 

仙
石　

二
〇
〇
六
）
が
、
実
際
の
研
究
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
依
拠
し
た
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、
過
去
の
制
度
的
遺
産
か
ら
制
度
設
計
を
説
明
す
る
「
歴
史
的
遺
産
」
と
、
制
度

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）



体制転換後の地方自治制度の設計　

（阪大法学）67（5-257）　1037〔2018. 1 〕

設
計
に
お
け
る
共
産
党
エ
リ
ー
ト
の
行
動
や
選
好
を
重
視
し
、
体
制
─
反
体
制
の
枠
組
み
で
説
明
を
行
う
研
究
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①　

歴
史
的
遺
産
に
よ
る
説
明

　

歴
史
的
遺
産
に
よ
る
説
明
は
、
過
去
の
歴
史
上
の
制
度
や
社
会
経
済
構
造
が
体
制
転
換
期
の
移
行
様
式
や
そ
れ
に
大
き
く
影
響
を
受

け
る
転
換
後
初
期
の
制
度
選
択
の
差
異
を
も
た
ら
す
と
す
る
。
研
究
で
は
、
と
り
わ
け
戦
間
期
と
社
会
主
義
期
の
「
遺
産
」
が
注
目
さ

れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
戦
間
期
の
議
会
制
民
主
主
義
の
下
で
運
用
さ
れ
て
い
た
制
度
的
遺
産
が
、
体
制
転
換
後
の
制
度
と
連
続
性

を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
後
者
は
共
産
党
支
配
の
類
型
や
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
影
響
に
着
目
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
「
遺
産
」
を
議
論

の
射
程
に
含
め
た
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト
ら
に
よ
る
研
究
は
、
戦
間
期
の
政
治
経
済
構
造
を
基
に
し
て
、
東
欧
諸
国
を
三
つ
に
類
型
化
し
、
以

後
の
共
産
党
支
配
の
性
格
や
体
制
転
換
時
の
移
行
様
式
の
相
違
を
説
明
し
た
（K

itschelt et al. 1999

） 

。

　

し
か
し
歴
史
的
遺
産
に
よ
る
説
明
は
、
第
一
に
「
遺
産
」
概
念
の
多
義
化
の
問
題
を
有
す
る
。
そ
も
そ
も
「
遺
産
」
と
は
何
を
指
す

の
か
が
明
確
に
定
義
さ
れ
て
お
ら
ず
、
説
明
要
因
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
二
に
同
一
の
「
遺
産
」
を
有
す
る
国
家
間
で
な
ぜ
制

度
の
分
岐
が
生
じ
る
の
か
、
ま
た
複
数
の
制
度
を
経
験
し
た
国
家
に
お
い
て
な
ぜ
特
定
の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
第
三
に
過
去
の
歴
史
的
遺
産
が
そ
の
後
の
制
度
設
計
者
の
利
益
と
相
反
す
る
場
合
に
対
す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

体
制
転
換
後
の
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
、
戦
間
期
や
そ
れ
以
前
の
制
度
と
の
連
続
性
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
南
塚　

一
九

九
二
、Illner1998, 78

）
が
、
歴
史
的
遺
産
に
よ
る
説
明
で
は
と
り
わ
け
前
述
の
第
二
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
確
か
に
、

チ
ェ
コ
で
は
戦
間
期
や
そ
れ
以
前
か
ら
市
町
村
レ
ベ
ル
で
そ
の
長
を
議
会
に
よ
る
間
接
選
挙
で
選
出
す
る
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
も
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
が
導
入
さ
れ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
独
立
以
降
採
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙
制
度
に
関
し
て
も
戦
間
期
に
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
社
会
主
義
期
に
は
（
形
式
的
で

は
あ
る
が
）
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
異
な
る
制
度
の
経
験
を
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
遺
産
に
よ
る
説
明
は
、
同

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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一
の
「
遺
産
」
を
有
す
る
国
家
間
で
制
度
の
分
岐
が
生
じ
る
の
は
な
ぜ
か
、
ま
た
複
数
の
制
度
を
経
験
し
た
国
家
に
お
い
て
な
ぜ
特
定

の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
の
か
を
解
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
の
導
入
は
新
た
に
政
治
的
な
分
権
を
施
さ
れ
た
地
方
政
府
の
設
置
を
伴
う
た
め
、
そ
の
政
治
的
資
源
と
し
て
の
重
要
性
か

ら
、
制
度
設
計
の
主
体
と
な
る
ア
ク
タ
ー
に
着
目
し
、
制
度
設
計
を
政
治
的
関
心
の
中
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
（Saito 2008

）。

②　

体
制
─
反
体
制
を
軸
と
し
た
説
明

　

歴
史
的
遺
産
に
よ
る
立
場
に
対
し
て
、
政
治
ア
ク
タ
ー
の
利
益
や
合
理
性
を
重
視
す
る
立
場
が
あ
る
。
中
で
も
、
一
九
九
〇
年
前
後

の
体
制
転
換
期
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
関
心
が
中
央
レ
ベ
ル
の
統
治
制
度
や
選
挙
制
度
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
会
主
義
体

制
を
主
導
し
て
き
た
共
産
党
エ
リ
ー
ト
の
役
割
や
利
益
最
大
化
行
動
を
重
視
す
る
分
析
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
制
度
設

計
に
あ
た
っ
て
は
、
円
卓
会
議
な
ど
の
場
に
お
け
る
、
体
制
側
で
あ
る
共
産
党
エ
リ
ー
ト
と
在
野
勢
力
と
し
て
の
反
体
制
側
の
折
衝
の

過
程
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
双
方
の
エ
リ
ー
ト
の
利
益
や
合
理
性
に
よ
っ
て
制
度
設
計
を
説
明
す
る
研
究
も
存
在
す
る
。

　

例
え
ば
、
イ
ー
ス
タ
ー
は
体
制
エ
リ
ー
ト
の
凝
集
性
の
程
度
で
、
体
制
転
換
後
の
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
統
治
制
度
の
設
計
、
す
な

わ
ち
大
統
領
制
と
議
院
内
閣
制
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
が
分
岐
す
る
と
し
た
（Easter 1997

）。
ま
た
、
選
挙
制
度
と
し
て
比
例
代

表
制
と
小
選
挙
区
制
の
い
ず
れ
を
導
入
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
体
制
と
反
体
制
双
方
の
選
好
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Bielas-

iak2002, 

平
田　

二
〇
一
一
）。
社
会
主
義
体
制
か
ら
の
民
主
化
と
い
う
文
脈
を
離
れ
れ
ば
、
中
南
米
に
お
け
る
中
央
銀
行
の
独
立
性

と
民
主
化
を
扱
っ
た
ボ
イ
ラ
ン
の
研
究
が
体
制
エ
リ
ー
ト
の
利
益
最
大
化
行
動
と
し
て
制
度
設
計
を
説
明
し
て
い
る
（Boylan 2001

）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
以
下
の
問
題
点
を
有
す
る
。
第
一
に
エ
リ
ー
ト
の
行
動
の
多
様
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
い

て
は
双
方
の
エ
リ
ー
ト
の
選
好
を
画
一
的
な
も
の
と
し
て
措
定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
実
際
は
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

や
世
論
の
動
向
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
合
致
に
つ
い
て
は
個
別
の
事
例
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
第
二
に
各
国
固
有
の
コ
ン
テ
ク

（
10
）
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ス
ト
の
軽
視
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
初
期
の
研
究
が
東
欧
を
専
門
と
し
な
い
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
認
識
を
欠
い
て
い
る
場
合
や
、
事
実
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
（Bernhard 2000

）。

第
三
に
制
度
設
計
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
移
行
が
漸
次
的
に
行
わ
れ
る
場
合
、
体
制
側
が
制
度
設
計
に
携
わ
る
主
要

な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
想
定
さ
れ
る
が
、
移
行
の
時
点
で
反
体
制
派
が
圧
倒
的
に
優
勢
な
場
合
や
、
民
主
的
な
自
由
選
挙
が
行
わ
れ
て
体

制
側
が
既
に
影
響
力
を
失
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
共
産
党
が
制
度
設
計
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

本
稿
と
の
関
連
で
は
、
特
に
第
三
の
点
が
重
要
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
設
計
は
、
体
制
側

が
大
敗
し
た
最
初
の
国
政
自
由
選
挙
の
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
設
計
に
お
け
る
共
産
党
の
影
響
力
は
極
め
て
小
さ
く
、

体
制
─
反
体
制
を
軸
と
し
た
説
明
は
適
切
で
は
な
い
。

（
3
）　

理
論
的
検
討

　

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
制
度
設
計
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
、
民
主
的
な
議
会
政
治
の
下
で
の
政
党
政
治
に
焦
点
を
当
て
る
。

①　

制
度
設
計
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ア
ク
タ
ー

　

理
論
的
検
討
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
前
提
と
な
る
の
は
制
度
設
計
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ア
ク
タ
ー
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述

の
通
り
、
体
制
転
換
後
の
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
設
計
は
、
一
九
九
〇
年
六
月
の
複
数
政
党
制
の
下
で

の
国
政
自
由
選
挙
後
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
既
に
前
年
末
の
時
点
で
権
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
共
産
党
が
大
敗
を
喫
し
、

政
権
の
座
を
完
全
に
手
放
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
最
初
の
地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
九
八
九
年
一
二
月
の
時
点
で
、
翌

一
九
九
〇
年
秋
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
（
稲
野　

一
九
九
二
、
五
九
頁
）、
選
挙
の
実
施
に
あ
た
っ
て
必
要
な
地
方
自

治
制
度
の
根
幹
を
成
す
法
整
備
は
、
同
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
制
定
さ
れ
た
法
律
が
法
案
と
し
て
完
成

し
た
の
は
、
両
国
と
も
に
同
年
七
月
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
制
度
設
計
の
主
体
と
な
る
ア
ク
タ
ー
は
、
国
政
自
由
選
挙
後
に
召
集
さ
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れ
る
新
議
会
を
構
成
す
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
地
方
自
治
制
度
の
設
計
主
体
と
な
る
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
六
月
の
国
政
選
挙
後
の
政
党
に
着
目
す
る
。

こ
の
国
政
選
挙
は
、
政
党
投
票
を
促
進
す
る
比
例
代
表
制
で
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
挙
前
に
は
政
党
が
次
々
に
組
織
さ
れ
、

選
挙
後
の
新
議
会
で
は
政
党
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
地
方
自
治
が
共
和
国
と
い
う
単
位
の
下
層
に
新
た
な
政
府
を
導
入
す
る

点
か
ら
、
そ
の
設
計
は
共
和
国
レ
ベ
ル
の
専
権
事
項
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
で
は
な
く
、
共
和
国
議
会
で
あ
る
国
民
評

議
会
に
お
け
る
政
党
政
治
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
制
度
設
計
を
主
導
す
る
存
在
と
し
て
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
両
国
の
国
政
与
党
に
注
目
す
る
。
地
方
自
治
に
関
す
る

法
整
備
に
際
し
て
は
、
政
府
が
法
案
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
主
導
権
は
通
常
多
数
派
で
あ
る
与
党
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
制
度
設
計
の
主
導
権
を
持
つ
与
党
に
着
目
し
、
そ
の
利
益
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②　

政
党
の
党
派
的
利
益
と
与
党
の
党
派
的
利
益

　

合
理
的
選
択
と
し
て
政
党
を
捉
え
る
議
論
は
、
既
に
多
く
の
蓄
積
が
存
在
す
る
。
一
般
的
に
、
個
々
の
議
員
は
「
再
選
」「
昇
進
」

「
政
策
の
実
現
」
の
三
つ
を
目
標
と
す
る
（Fenno 1973, 

建
林　

二
〇
〇
四
）。
議
員
は
自
ら
が
持
つ
三
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
政
党
組
織
を
形
成
し
、
所
属
す
る
（A

ldrich 2011
）。
そ
し
て
、
三
つ
の
目
標
を
持
つ
議
員
の
集
合
体
で
あ
る
政
党
は
、「
政
策

転
換
の
実
現
」「
公
職
の
獲
得
」「
得
票
・
議
席
最
大
化
」
を
目
標
と
し
て
行
動
す
る
（M

uller and Strom
 1999

）。

　

こ
う
し
た
政
党
の
三
つ
の
目
標
は
新
た
に
設
置
す
る
地
方
政
府
で
の
政
党
の
目
標
に
も
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
党
に
と
っ
て
、

最
も
望
ま
し
い
の
は
、
地
方
政
府
に
お
い
て
、
自
ら
が
望
む
政
策
を
実
現
し
、
公
職
を
獲
得
し
、
よ
り
多
く
の
地
方
政
府
で
自
党
の
得

票
・
議
席
を
最
大
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
制
度
設
計
を
主
導
す
る
国
政
与
党
に
と
っ
て
の
党
派
的
利
益
は
、
よ
り
多
く
の

地
方
政
府
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
排
他
的
に
政
治
的
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
政
治
的
資
源
へ
の

（
11
）

（
12
）
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ア
ク
セ
ス
と
は
地
方
政
府
の
政
権
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
執
政
部
の
選
出
方
法
の
問
題
は
、
ま
さ
に
地
方
政

府
に
お
け
る
政
権
運
営
へ
の
参
加
方
法
を
定
め
る
制
度
の
問
題
で
あ
る
。

　

で
は
、
地
方
に
お
け
る
執
政
部
の
選
出
方
法
の
差
異
で
あ
る
、
議
会
制
と
二
元
代
表
制
の
分
岐
は
、
何
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
執
政
部
の
選
出
方
法
を
め
ぐ
る
政
党
、
特
に
与
党
の
選
好
を
検
討
す
る
。

（
4
）　

地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
を
め
ぐ
る
選
好

　

執
政
部
の
選
出
方
法
を
め
ぐ
る
与
党
の
選
好
は
、
与
党
が
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
ず
議
会
制
は
、
地
方
議
会
で
過
半
数
以
上
の
議
席
を
獲
得
す
る
可
能
性
の
あ
る
強
い
与
党
に
と
っ
て
有
利
な
制
度
で
あ
る
。

強
い
与
党
の
存
在
は
、
一
党
優
位
状
況
に
代
表
さ
れ
る
、
政
党
間
競
争
が
活
発
で
は
な
い
状
況
を
生
み
出
す
。
議
会
制
は
、
首
長
を
代

表
と
す
る
執
政
部
を
議
会
か
ら
選
出
す
る
た
め
、
議
会
で
多
数
議
席
を
獲
得
す
る
可
能
性
が
高
い
強
い
与
党
に
と
っ
て
は
、
一
元
的
な

地
方
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
る
制
度
で
あ
る
。
他
方
で
、
地
方
議
会
で
他
党
に
対
し
て
優
位
な
議
席
率
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
弱
い
与
党
に
と
っ
て
は
不
利
な
制
度
で
あ
る
。
政
党
間
競
争
が
活
発
な
環
境
下
に
あ
る
弱
い
与
党
は
、
議
会
で
多
数
議
席

を
獲
得
す
る
見
込
み
は
低
い
た
め
、
執
政
部
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
連
立
交
渉
の
必
要
が
あ
る
上
、
他
党
の
議
席
率
や
連
立
交
渉
次
第

で
は
執
政
部
を
選
任
で
き
ず
、
地
方
政
府
の
政
権
運
営
へ
の
参
加
が
不
可
能
と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
二
元
代
表
制
は
地
方
議
会
で
過
半
数
を
占
め
る
可
能
性
が
低
い
与
党
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
制
度
で
あ
る
。
二
元

代
表
制
は
、
権
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
複
線
化
し
て
お
り
、
議
会
で
多
数
派
形
成
を
行
わ
な
く
と
も
、
首
長
選
挙
で
勝
利
す
れ
ば
、

他
党
の
影
響
を
よ
り
排
除
し
て
地
方
政
府
の
政
権
運
営
に
参
加
で
き
る
。
ま
た
、
複
数
の
候
補
者
を
擁
立
す
る
必
要
が
あ
る
議
会
制
に

比
べ
て
、
人
的
資
源
が
少
な
い
場
合
に
有
利
で
あ
る
。
逆
に
、
地
方
議
会
で
過
半
数
を
超
え
る
議
席
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
強

い
与
党
に
と
っ
て
は
不
利
な
制
度
で
あ
る
。
議
会
制
で
あ
れ
ば
安
定
し
て
権
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
で
き
る
の
に
対
し
、
二
元
代
表

（
13
）
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制
で
は
議
会
と
は
別
に
首
長
選
挙
を
行
う
た
め
、
分
割
政
府
や
議
会
と
首
長
の
対
立
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
（
曽
我
・
待
鳥　

二
〇
〇
七
）、
一
元
的
に
地
方
政
府
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
可
能
性
が
低

下
す
る
。

　

ま
た
、
野
党
や
連
立
政
権
を
構
成
す
る
与
党
第
二
党
以
下
に
と
っ
て
は
、
与
党
の
強
弱
や
政
党
間
競
争

の
度
合
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
元
代
表
制
が
地
方
政
府
の
政
権
運
営
に
参
加
す
る
の
に
適
し
た
制
度
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
、
議
会
で
単
独
過
半
数
か
そ
れ
に
近
い
議
席
を
獲
得
す
る
見
込
み
は
小
さ
く
、
ゆ

え
に
議
会
で
多
数
派
を
形
成
し
な
く
と
も
、
首
長
選
挙
に
勝
利
さ
え
す
れ
ば
、
地
方
政
府
に
お
け
る
政
治

的
資
源
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
二
元
代
表
制
を
選
好
す
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
表
1
の
通
り
に
な
る
。
ま
た
、
各
党
の
選
好
の
結
果
、「
与
党
が
強
く
、
政
党
間

競
争
が
活
発
で
な
い
」
環
境
下
で
は
、
主
導
権
を
握
る
与
党
の
選
好
で
あ
る
議
会
制
が
導
入
さ
れ
る
一
方

で
、「
与
党
が
弱
く
、
政
党
間
競
争
が
活
発
で
あ
る
」
環
境
下
で
は
、
与
党
も
そ
れ
以
外
の
政
党
も
二
元

代
表
制
を
選
好
す
る
た
め
、
結
果
と
し
て
二
元
代
表
制
が
導
入
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
与
党
が
連
立
政

権
や
少
数
与
党
で
、
議
会
に
お
け
る
過
半
数
を
有
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
党
と
同
じ
く
二
元

代
表
制
を
選
好
す
る
た
め
、
与
党
内
の
関
係
や
他
党
と
の
議
席
率
の
合
計
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
に
関
す
る
制
度
設
計
に
お
い
て
、
両
国
で
差
異
が
生
じ

た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
次
の
仮
説
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
制
度
設
計
の
主
体

で
あ
る
国
政
与
党
は
、
自
ら
の
政
治
的
環
境
を
推
定
し
た
上
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
地
方
政
府
の
政
権

運
営
に
参
加
す
る
た
め
に
よ
り
優
位
な
制
度
を
選
択
す
る
。
具
体
的
に
は
、

表 1　理論的検討の概要

与党が強く、
政党間競争が活発でない

与党が弱く、
政党間競争が活発である

政党の選好
与党（第 1 党） 議会制 二元代表制

それ以外の政党 二元代表制 二元代表制

実際に導入される制度 議会制 二元代表制
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仮
説
1
：
国
政
与
党
が
強
く
、
政
党
間
競
争
が
活
発
で
な
い
場
合
、
与
党
は
安
定
し
て
執
政
部
に
参
加
で
き
る
議
会
制
を
選
好
す
る
。

仮
説
2
：
国
政
与
党
が
弱
く
、
政
党
間
競
争
が
活
発
な
場
合
、
与
党
は
議
会
で
多
数
派
形
成
を
行
わ
な
く
て
も
首
長
選
挙
で
勝
利
す
れ

ば
執
政
部
へ
の
参
加
が
確
保
で
き
る
二
元
代
表
制
を
選
好
す
る
。

（
5
）　

事
例
分
析
の
枠
組
み

　

理
論
的
検
討
お
よ
び
仮
説
を
実
証
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
比
較
事
例
分
析
を
行
う
。
実
証
に
あ
た
っ

て
は
、
第
一
に
制
度
設
計
時
点
の
政
治
的
環
境
、
す
な
わ
ち
与
党
の
強
さ
と
政
党
間
競
争
の
度
合
い
を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
を
左
右
す
る
法
案
の
議
会
内
審
議
過
程
を
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
理

論
的
検
討
の
妥
当
性
が
確
認
で
き
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
る
。

①
与
党
の
強
さ
と
政
党
間
競
争
の
活
発
さ

　

政
治
制
度
の
設
計
に
際
し
て
、
制
度
設
計
者
は
情
報
の
不
足
や
不
確
実
性
に
直
面
す
る
が
、
そ
の
中
で
確
実
性
の
強
い
デ
ー
タ
を
基

に
自
己
の
利
益
を
算
出
す
る
（Benoit and Scheim

ann 2001

）。
前
述
の
通
り
、
両
国
と
も
に
執
政
部
の
選
出
方
法
は
一
九
九
〇
年

六
月
に
実
施
さ
れ
た
国
政
選
挙
後
の
短
期
間
で
制
度
設
計
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
年
十
一
月
に
最
初
の
地
方
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
制
度
設
計
の
主
体
で
あ
る
与
党
に
と
っ
て
、
六
月
に
実
施
さ
れ
た
国
政
選
挙
は
自
己
の
利
益
を
算
定
す
る
上
で
、
確
実
性

の
高
い
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
選
挙
結
果
を
与
党
の
強
さ
や
政
党
間
競
争
の
度
合
い
を
判
断
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
扱

う
こ
と
で
、
当
時
の
与
党
が
置
か
れ
て
い
た
政
治
的
環
境
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の
選
挙
デ
ー
タ
の

み
で
は
、
政
党
間
競
争
の
地
域
差
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
選
挙
区
と
特
に
政
治
的
重
要
度
の
高
い
、
主
要
都
市
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
も
分

析
す
る
こ
と
で
、
与
党
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



論　　　説

（阪大法学）67（5-264）　1044〔2018. 1 〕

②
地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
を
規
定
す
る
法
案
の
審
議
過
程

　

与
党
が
置
か
れ
て
い
る
政
治
的
環
境
を
分
析
し
て
も
、
実
際
に
本
稿
の
理
論
的
検
討
が
示
す
選
好
を
与
野
党
が
採
り
得
る
と
は
限
ら

な
い
。
理
論
的
検
討
の
実
証
に
は
、
実
際
の
制
度
設
計
過
程
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
両
国
に
お
け
る
地
方
執
政
部
の
選
出
方
法
を
規
定
し
た
地
方
自
治
の
基
幹
と
な
る
法
律
の
審
議
過
程
を
、
両
国
の
合
同
議
会
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
議
事
録
資
料
を
用
い
て
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ェ
コ
に
お
け
る
地
方
自
治
法
で
あ
り
、
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
地
方
選
挙
法
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
地
方
自
治
に
関
し
て
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
な
く
共
和
国
レ
ベ
ル
の
専

権
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
分
析
に
際
し
て
は
共
和
国
議
会
で
あ
る
両
国
の
国
民
評
議
会
の
審
議
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
。

二 

チ
ェ
コ
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
設
計

（
1
）　

一
九
九
〇
年
六
月
の
国
政
選
挙

　

一
九
九
〇
年
六
月
八
日
・
九
日
に
行
わ
れ
た
共
産
党
支
配
体
制
崩
壊
後
、
初
と
な
る
国
政
自
由
選
挙
は
、
連
邦
議
会
の
人
民
院
と
民

族
院
の
二
院
に
加
え
、
共
和
国
議
会
に
相
当
す
る
国
民
評
議
会
の
議
席
が
争
わ
れ
た
。
選
挙
結
果
は
、
三
議
会
す
べ
て
で
共
産
党
支
配

に
対
す
る
反
体
制
派
の
筆
頭
で
あ
っ
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｏ
Ｆ
）
が
、
得
票
率
で
全
体
の
約
半
数
、
議
席
率
で
全
体
の
約
三
分
の
二

を
獲
得
し
、
第
二
党
以
下
を
大
き
く
引
き
離
す
勝
利
を
収
め
た
。

　

こ
の
う
ち
チ
ェ
コ
国
民
評
議
会
議
員
選
挙
は
、
従
来
の
地
方
行
政
区
分
を
基
に
し
た
八
つ
の
選
挙
区
で
二
〇
〇
議
席
を
争
う
拘
束
名

簿
式
比
例
代
表
制
で
実
施
さ
れ
、
阻
止
条
項
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
議
席
の
獲
得
に
当
っ
て
は
、
全
国
で
有
効
投
票
数
の
五
％
以
上
の

得
票
が
必
要
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
国
民
評
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
分
析
す
る
。

（
14
）
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①　

全
国
レ
ベ
ル
の
結
果

　

前
述
の
通
り
、
全
国
レ
ベ
ル
の
選
挙
結
果
で
は
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｏ
Ｆ
）
が
第
二
党
以

下
を
得
票
率
・
議
席
率
の
両
面
で
大
き
く
引
き
離
す
圧
勝
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
比
例
代
表
制

に
基
づ
く
選
挙
で
あ
り
な
が
ら
五
％
の
阻
止
条
項
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｏ
Ｆ
は

過
半
数
を
大
き
く
超
え
る
百
二
十
七
議
席
を
獲
得
し
た
。
Ｏ
Ｆ
は
共
産
党
支
配
に
反
対
す
る
反

体
制
派
に
よ
っ
て
一
九
八
九
年
十
一
月
に
発
足
し
た
組
織
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
末
の
円
卓
会

議
に
お
い
て
は
、
体
制
側
と
対
峙
す
る
反
体
制
側
の
代
表
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
姉
妹
組
織
で

あ
る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
暴
力
に
反
対
す
る
公
衆
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
と
共
に
、
国
政
議
会
に
お
け
る
体

制
側
の
議
席
を
譲
り
受
け
、
一
九
九
〇
年
六
月
の
体
制
転
換
後
初
の
自
由
選
挙
ま
で
体
制
側
と

協
力
す
る
形
で
国
政
運
営
を
担
っ
た
。

　

一
方
で
、
社
会
主
義
体
制
を
主
導
し
た
共
産
党
は
Ｏ
Ｆ
に
次
ぐ
議
会
第
二
党
の
地
位
に
甘
ん

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
議
席
は
Ｏ
Ｆ
の
四
分
の
一
に
し
か
過
ぎ
ず
、
前
年
か
ら
引
き
続
き

そ
の
影
響
力
の
低
下
を
如
実
に
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
第
三
党
の
自
治
民
主
運
動
＝
モ
ラ
ヴ
ィ

ア
・
シ
レ
ジ
ア
協
会
（
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
）
は
、
チ
ェ
コ
東
部
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
シ
レ
ジ
ア
地
方
を

拠
点
と
す
る
地
域
主
義
政
党
で
あ
る
。
そ
の
党
是
は
同
地
方
の
自
治
拡
大
で
あ
り
、
モ
ラ
ヴ
ィ

ア
・
シ
レ
ジ
ア
の
地
位
を
チ
ェ
コ
（
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
）
お
よ
び
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
同
等
に
引
き

上
げ
、
三
つ
の
共
和
国
か
ら
成
る
連
邦
制
に
改
編
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

（
15
）

表 2　1990年 6 月　チェコ国民評議会議員選挙の結果

政党名 得票率 議席数 議席率

市民フォーラム（OF） 49.50％ 127 63.5％

チェコ・モラヴィア共産党（KSČM） 13.24％  32 16.0％

自治民主運動＝モラヴィア・シレジア協会（MORSL） 10.03％  22 11.0％

キリスト教民主連合（KDU） 8.42％  19 9.5％

合　計 200

（出典：中東欧・旧ソ連諸国の選挙データ）
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②　

地
方
レ
ベ
ル
の
結
果

　

表
3
は
、
議
席
を
獲
得
し
た
四
政
党
の
比
例
代
表
選
挙
区
別
の
得
票
率
と
獲
得
議
席
の
一
覧
で
あ
る
。
表
の
通
り
、
Ｏ
Ｆ
は
全
国
レ

ベ
ル
同
様
に
他
の
三
党
を
引
き
離
す
得
票
率
・
議
席
を
獲
得
し
、
全
選
挙
区
で
第
一
党
と
な
っ
た
。
選
挙
区
ご
と
の
結
果
で
は
、
首
都

プ
ラ
ハ
を
は
じ
め
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
位
置
す
る
六
選
挙
区
に
お
い
て
Ｏ
Ｆ
は
過
半
数
以
上
の
得
票
率
を
占
め
る
一
方
で
、
モ
ラ
ヴ
ィ

ア
・
シ
レ
ジ
ア
地
方
の
二
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
第
三
党
と
な
っ
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
が
健
闘
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
は

四
選
挙
区
の
み
に
候
補
者
を
擁
立
し
て
お
り
、
地
盤
で
あ
る
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
シ
レ
ジ
ア
地
方
に
得
票
の
偏
り
が
あ
る
。

　

次
に
、
人
口
の
多
い
都
市
部
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
表
4
は
、
首
都
プ
ラ
ハ
と
後
の
地
方
自
治
法
で
指
定
さ
れ
た
十
三

の
法
定
都
市
に
お
け
る
選
挙
結
果
で
あ
る
。
Ｏ
Ｆ
は
、
全
十
四
都
市
中
十
三
都
市
で
得
票
率
第
一
党
と
な
っ
た
。
都
市
別
の
得
票
率
で

は
Ｏ
Ｆ
が
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
に
位
置
す
る
八
都
市
す
べ
て
で
五
〇
～
六
五
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
て
い
る
。
比
例
選
挙
区
別
の
結
果
と
比

較
す
る
と
概
し
て
、
Ｏ
Ｆ
は
都
市
部
で
の
得
票
率
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

③　

選
挙
結
果
の
概
括
と
選
挙
後
の
政
権
構
成
と
議
会

　

一
九
九
〇
年
国
政
選
挙
の
結
果
は
概
し
て
、
Ｏ
Ｆ
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
コ
国
民
評
議
会
で
は
、
一
般
的
な
法
案
に
関
す
る
可
決

の
ハ
ー
ド
ル
が
、
出
席
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
Ｏ
Ｆ
は
単
独
で
議
会
全
体
の
約
三
分
の
二
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

選
挙
後
に
発
足
し
た
新
政
権
は
、
Ｏ
Ｆ
の
ペ
ト
ル
・
ピ
ト
ハ
ル
ト
を
首
班
と
し
て
、
Ｏ
Ｆ
と
Ｋ
Ｄ
Ｕ
に
参
加
し
た
一
部
の
政
党
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
会
の
常
任
委
員
会
の
す
べ
て
で
Ｏ
Ｆ
が
委
員
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、
新
議
会
内
の
有
効
政
党

数
は
低
く
（
二
・
二
）、
Ｏ
Ｆ
が
第
二
党
以
下
に
議
席
の
面
で
大
き
く
引
き
離
す
一
党
優
位
の
政
党
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
六
月
以
降
の
チ
ェ
コ
に
お
い
て
は
与
党
が
強
力
で
、
政
党
間
競
争
が
活
発
で
な
か
っ
た
。
Ｏ
Ｆ
の
一
党

優
位
状
況
は
、
Ｏ
Ｆ
自
体
が
分
裂
す
る
一
九
九
一
年
春
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
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表 3　議席を獲得した 4政党の比例代表選挙区別得票率と議席数（％）

選挙区名
OF KSČM MORSL KDU 合計

議席数（左の列が得票率・右の列が議席数）

プラハ選挙区 63.91 19 11.83 3 ── 6.36 1 23

中央チェコ選挙区 53.44 16 15.04 4 ── 6.65 2 22

南チェコ選挙区 54.22 10 13.60 2 0.82 0 9.38 1 13

西チェコ選挙区 54.44 13 14.10 3 ── 6.13 1 17

北チェコ選挙区 53.75 17 15.02 4 ── 3.59 1 22

東チェコ選挙区 52.58 17 12.76 4 5.26 0 9.15 3 24

南モラヴィア選挙区 36.77 16 12.28 5 27.25 12 13.27 6 39

北モラヴィア選挙区 42.70 18 12.79 5 23.95 10 8.75 3 36

比例選挙区合計 126 30 22 18 196

未配分議席の配分 1 2 0 1 4

全　国 49.50 127 13.24 32 10.03 22 8.42 19 200

（出典：チェコ統計局ホームページ）

表 4　プラハと13の法定都市における、1990年 6 月国政選挙の結果

都市名 比例選挙区
OF OF を除いた場合の第 1 党

得票率 政党名 得票率

プラハ プラハ 63.91 共産党 11.83

ブルノ 南モラヴィア 34.91 MORSL 36.16

オストラヴァ 北モラヴィア 46.73 MORSL 20.15

プルゼン 西チェコ 61.04 共産党 12.52

チェスケーブジェヨヴィツェ 南チェコ 62.42 共産党 12.81

カルロヴィ・ヴァリ 西チェコ 59.20 共産党 12.55

ウースティーナドラベム 北チェコ 54.82 共産党 15.41

リベレツ 北チェコ 64.86 共産党 10.73

フラデツ クラーロヴェー 東チェコ 56.37 共産党 14.31

パルドゥビツェ 東チェコ 56.90 共産党 14.60

ズリーン 南モラヴィア 48.53 MORSL 22.74

オパヴァ 北モラヴィア 50.38 MORSL 18.43

オロモウツ 北モラヴィア 46.05 MORSL 24.56

ハビジョフ 北モラヴィア 40.33 MORSL 24.82

※プルゼンまでの 4 都市は人口順に記載。それ以降については選挙区別に記載。
（出典：チェコ統計局ホームページ）
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（
2
）　

地
方
自
治
法
の
審
議
過
程

　

チ
ェ
コ
に
お
け
る
地
方
制
度
の
法
整
備
は
、
一
九
九
〇
年
九
月
四
日
に
成
立
し
た
地
方
自
治
法
、
お
よ
び
同
五
日
に
成
立
し
た
地
方

選
挙
法
を
嚆
矢
と
し
て
、
そ
の
後
首
都
プ
ラ
ハ
に
関
す
る
特
別
法
や
地
方
税
法
な
ど
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
て
い
く
。
執
政
部
の
選
出

方
法
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
の
基
幹
と
な
る
地
方
自
治
法
に
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
地
方
自
治
法
の
成
立
に
至

る
議
会
（
国
民
評
議
会
）
の
法
案
審
議
過
程
を
分
析
す
る
。

①　

地
方
自
治
法
案
の
提
出

　

チ
ェ
コ
で
は
、
既
に
一
九
九
〇
年
十
一
月
に
体
制
転
換
後
初
の
地
方
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
新
議
会
発
足
後

速
や
か
に
地
方
自
治
に
関
す
る
法
整
備
が
政
府
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
挙
か
ら
一
ヵ
月
弱
を
経
た
同
年
七
月
二
日

に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
本
会
議
で
は
、
そ
の
冒
頭
で
ピ
ト
ハ
ル
ト
首
相
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
首
相
は
政
府
が

早
急
に
地
方
自
治
に
関
す
る
法
制
度
の
整
備
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て
表
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
年
十
一
月
に
体
制
転
換
後
最
初
の

地
方
選
挙
を
行
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
年
七
月
初
旬
の
時
点
で
は
執
政
部
の
選
出
方
法
を
含
む
地
方
自
治
法

の
内
実
は
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
十
七
日
に
政
府
は
法
案
を
完
成
さ
せ
、
議
会
幹
部
会
や
各
委
員
会
に
そ
の
内
容
を
送
付
し
た
。
法
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
・
地
方
選
挙
法
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
各
委
員
会
の
法
案
へ
の
同
意
、
お
よ
び
修
正
に

関
す
る
報
告
を
踏
ま
え
、
本
会
議
で
最
終
的
な
法
案
の
審
議
と
採
決
が
行
わ
れ
て
い
く
。

　

こ
こ
で
、
法
案
の
中
身
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
政
府
与
党
が
発
表
し
た
地
方
自
治
法
案
で
は
、
市
町
村
の
組
織
に
つ
い
て

市
町
村
議
会
、
ラ
ダ
、
市
町
村
長
の
三
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
市
町
村
の
機
関
と
し
て
市
町
村
議
会
が
重

要
で
あ
り
、
市
町
村
議
会
は
市
町
村
の
執
政
部
で
あ
る
ラ
ダ
と
市
町
村
長
を
選
出
す
る
権
限
を
持
つ
（
第
三
十
八
条
一
項
）。
ラ
ダ
は
、

（
16
）
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市
町
村
に
付
与
さ
れ
て
い
る
事
務
権
限
を
執
行
す
る
市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
執
行
機
関

で
あ
り
（
第
四
十
七
条
一
項
）、
そ
の
長
で
あ
る
行
政
部
門
を
統
括
す
る
市
町
村
長
は
、
市
町
村
議
会
に
よ
っ
て
ラ
ダ
の
委
員
の
中
か

ら
選
出
さ
れ
る
（
第
四
十
七
条
三
項
、
第
五
十
五
条
一
項
）。
ラ
ダ
は
、
市
町
村
議
会
の
定
数
が
十
五
人
未
満
の
場
合
は
設
置
さ
れ
ず
、

そ
の
場
合
市
町
村
長
の
み
が
執
行
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
（
第
四
十
七
条
四
項
）。
ま
た
、
ラ
ダ
、
首
長
の
い
ず
れ
も
そ
の
活
動
に

つ
い
て
は
議
会
に
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
（
第
四
十
八
条
、
第
五
十
五
条
五
項
）。
し
た
が
っ
て
、
チ
ェ
コ
で
は
政
府
与
党
が
、
小
規

模
市
町
村
を
除
い
て
、
議
会
か
ら
市
町
村
の
執
政
部
と
な
る
ラ
ダ
と
、
ラ
ダ
の
長
で
あ
る
市
町
村
長
を
選
出
す
る
と
い
う
、
議
会
制
の

導
入
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

②　

地
方
自
治
法
の
成
立
に
向
け
て

　

一
九
九
〇
年
七
月
十
八
日
に
連
邦
議
会
は
憲
法
の
改
正
を
行
い
、
地
方
自
治
の
導
入
を
法
的
に
保
障
し
た
。
一
方
、
共
和
国
レ
ベ
ル

で
は
、
政
府
が
提
出
し
た
地
方
自
治
法
案
に
対
す
る
各
委
員
会
の
同
意
が
、
委
員
会
で
多
数
派
を
占
め
る
Ｏ
Ｆ
に
よ
っ
て
順
調
に
進
ん

だ
。
そ
の
結
果
九
月
三
日
ま
で
に
、
各
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た
法
案
の
一
部
に
つ
い
て
の
修
正
事
項
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
翌
四
日
か

ら
始
ま
る
国
民
評
議
会
第
四
回
本
会
議
で
政
府
法
案
に
対
す
る
最
終
的
な
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
こ
の
最
終
的
な
審
議
に
お
い
て
は
、
野
党
議
員
か
ら
市
町
村
長
の
直
接
選
出
を
求
め
る
意
見
が
噴
出
し
た
。
例
え
ば
、
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
Ｌ
の
ラ
デ
ィ
ス
ラ
フ
・
ク
ル
チ
マ
議
員
は
、
候
補
者
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
直
接
選
挙
の
実
施
を
求
め
た
上
で
、

既
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
八
月
二
十
八
日
に
市
町
村
長
の
直
接
選
挙
導
入
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
連
邦
国
家
内
で
統
一
し
た

法
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
他
、
共
産
党
か
ら
二
名
、
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
か
ら
一
名
の
議
員
が
市
町
村
長
の
直
接
選
挙

を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
両
党
の
四
名
の
議
員
か
ら
政
府
案
で
議
会
制
を
規
定
し
た
第
五
十
五
条
を
修
正
し
た
上
で
、
市
町

村
長
の
直
接
選
挙
を
導
入
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

（
17
）
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こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
与
党
Ｏ
Ｆ
側
か
ら
は
、
市
町
村
長
の
直
接
選
挙
導
入
に
対
す
る
否
定
的
な
意
見
が
相
次
い
で
述
べ
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
与
党
側
か
ら
は
、
首
長
の
直
接
選
出
を
導
入
し
た
場
合
、
既
に
あ
る
地
方
自
治
法
案
の
他
の
条
項
と
の
整
合
性
が
崩

れ
る
こ
と
、
ま
た
チ
ェ
コ
で
は
議
会
制
民
主
主
義
が
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
験
が
あ
り
、
大
統
領
制
と
近
い
市
町
村
長
の
直
接
選
挙

は
議
会
制
民
主
主
義
の
原
則
に
反
す
る
と
い
う
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

与
野
党
に
よ
る
議
論
の
末
、
初
め
に
共
産
党
と
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
の
議
員
が
提
出
し
た
前
述
の
修
正
案
、
す
な
わ
ち
市
町
村
長
の
直
接
選

挙
を
導
入
す
る
案
が
採
決
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
法
案
へ
の
賛
成
が
五
十
名
に
対
し
、
反
対
が
百
二
十
一
名
、
棄
権
が
六
名
と
な
り
、

圧
倒
的
な
大
差
で
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
、
政
府
提
出
の
地
方
自
治
法
案
、
す
な
わ
ち
議
会
制
の
導
入
を
意
図
し
た
政

府
案
と
、
各
委
員
会
が
提
出
し
た
法
案
に
対
す
る
修
正
事
項
に
対
す
る
採
決
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
百
二
十
名
が
賛
成
に
回
り
、

反
対
十
一
名
、
棄
権
四
十
三
名
と
な
り
、
政
府
案
は
大
差
で
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
案
に
引
き
続
き
審
議
さ
れ
た
地
方
選

挙
法
案
も
、
翌
五
日
に
成
立
し
、
両
法
案
の
成
立
を
も
っ
て
チ
ェ
コ
で
の
議
会
制
導
入
が
最
終
的
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
同
日
中
に
議

会
幹
部
会
は
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
に
体
制
転
換
後
初
と
な
る
地
方
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

三 

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
設
計

（
1
）　

一
九
九
〇
年
六
月
の
国
政
選
挙

　

体
制
転
換
後
最
初
の
国
政
選
挙
は
、
チ
ェ
コ
同
様
に
共
産
党
が
惨
敗
し
、
反
体
制
勢
力
が
勝
利
し
た
が
、
連
邦
二
院
と
共
和
国
議
会

で
あ
る
国
民
評
議
会
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
単
独
で
過
半
数
を
獲
得
す
る
政
党
は
出
現
し
な
か
っ
た
。
三
議
会
全
て
で
チ
ェ
コ
の
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｏ
Ｆ
）
の
姉
妹
組
織
で
あ
る
暴
力
に
反
対
す
る
公
衆
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
が
議
席
数
で
第
一
党
と
な
っ
た
が
、
そ
の
議
席
率
は

連
邦
議
会
二
院
の
そ
れ
ぞ
れ
で
約
四
割
、
国
民
評
議
会
で
約
三
割
に
留
ま
っ
た
。
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地
方
自
治
制
度
の
設
計
を
担
う
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
評
議
会
議
員
選
挙
は
、
従

来
の
地
方
行
政
区
分
を
基
に
し
た
四
つ
の
選
挙
区
で
一
五
〇
議
席
を
争
う
拘
束
名
簿

式
比
例
代
表
制
で
実
施
さ
れ
、
阻
止
条
項
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
議
席
の
獲
得
に
当

っ
て
は
、
全
国
で
有
効
投
票
数
の
三
％
以
上
の
得
票
が
必
要
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、

チ
ェ
コ
と
同
様
に
共
和
国
議
会
で
あ
る
国
民
評
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
を
分
析
す
る
。

①　

全
国
レ
ベ
ル
の
結
果

　

全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
連
邦
議
会
二
院
で
も
第
一
党
と
な
っ
た
暴
力
に
反
対
す
る
公

衆
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
が
四
十
八
議
席
を
獲
得
し
、
第
一
党
と
な
っ
た
（
表
5
）。
Ｖ
Ｐ
Ｎ

は
、
共
産
党
支
配
下
の
一
九
八
九
年
十
一
月
十
七
日
に
プ
ラ
ハ
で
起
こ
っ
た
学
生
に

よ
る
民
主
化
要
求
デ
モ
を
受
け
て
、
組
織
さ
れ
た
反
体
制
勢
力
で
あ
る
。
発
足
後
は
、

同
じ
く
反
体
制
勢
力
で
あ
る
チ
ェ
コ
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｏ
Ｆ
）
と
歩
調
を
あ
わ

せ
て
活
動
を
行
い
、
同
年
末
の
共
産
党
を
含
む
国
民
戦
線
と
反
体
制
派
に
よ
る
円
卓

会
議
で
は
、
途
中
か
ら
Ｏ
Ｆ
と
共
に
反
体
制
勢
力
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
同
年

十
二
月
に
発
足
し
た
共
産
党
な
ど
体
制
側
の
国
民
戦
線
と
反
体
制
派
に
よ
る
共
同
政

権
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｎ
に
続
く
第
二
党
と
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
教
民
主
運
動
（
Ｋ
Ｄ
Ｈ
）
で
あ
っ
た
。
Ｋ
Ｄ
Ｈ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
キ
リ

ス
ト
教
民
主
主
義
お
よ
び
保
守
主
義
を
掲
げ
、
チ
ェ
コ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟

（
18
）

表 5　1990年 6 月　スロヴァキア国民評議会議員選挙の結果

政党名 得票率 議席数 議席率

暴力に反対する公衆（VPN） 29.35％  48 32.0％

キリスト教民主運動（KDH） 19.21％  31 20.7％

スロヴァキア国民党（SNS） 13.94％  22 14.7％

スロヴァキア共産党（KSS） 13.35％  22 14.7％

共存＝ハンガリー人キリスト教民主運動（ESWMK） 8.66％  14 9.3％

スロヴァキア民主党（DS） 4.40％  7 4.7％

緑の党（SZ） 3.49％  6 4.0％

合　計 150

（出典：中東欧・旧ソ連諸国の選挙データ）



論　　　説

（阪大法学）67（5-272）　1052〔2018. 1 〕

（
Ｋ
Ｄ
Ｕ
）
と
同
様
の
政
策
位
置
に
あ
る
。
二
十
二
議
席
を
獲
得
し
第
三
党
と
な
っ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
は
、
一
九

九
〇
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
民
族
主
義
色
の
強
い
政
党
で
あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
連
邦
離
脱
を
求
め
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
一
九
九
二
年
選

挙
後
に
与
党
の
一
角
と
し
て
連
邦
解
体
を
主
導
し
た
。
一
方
で
、
体
制
側
勢
力
で
あ
る
共
産
党
は
、
二
十
二
議
席
の
み
の
獲
得
に
留
ま

り
議
会
第
四
党
の
座
に
甘
ん
じ
て
、
惨
敗
を
喫
し
た
。
第
五
党
の
共
存
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
キ
リ
ス
ト
教
民
主
運
動
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｍ
Ｋ
）
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
人
口
が
多
い
西
部
を
拠
点
と
し
た
少
数
民
族
政
党
で
あ
る
。
こ
の
他
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
民
主
党
（
Ｄ
Ｓ
）
と
緑
の
党

（
Ｓ
Ｚ
）
が
議
席
を
獲
得
し
た
。 

　

既
に
一
九
八
九
年
末
以
降
共
産
党
の
影
響
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
評
議
会
選
挙
は
、
体
制
─
反
体
制

の
軸
で
は
な
く
、
リ
ベ
ラ
ル
─
保
守
の
軸
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
と
Ｋ
Ｄ
Ｈ
）
や
民
族
主
義
と
連
邦
主
義
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
と
い
う
軸
が
際
立

つ
選
挙
結
果
と
な
っ
た
（Eyal 2003, 149

）。
阻
止
条
項
が
三
％
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
、
チ
ェ
コ
と
は
異
な
り

多
党
制
の
様
相
が
強
く
、
選
挙
結
果
か
ら
算
出
さ
れ
る
非
比
例
性
指
数
が
中
小
政
党
に
有
利
と
な
る
三
・
六
で
あ
っ
た
た
め
、
議
席
率

が
上
位
の
政
党
の
影
響
力
が
相
対
的
に
低
下
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

②　

地
方
レ
ベ
ル
の
結
果

　

一
方
で
、
地
方
レ
ベ
ル
で
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
と
異
な
る
様
相
が
見
え
て
く
る
。
表
6
は
各
政
党
の
候
補
者
数
と
当
選
者
数
を
選

挙
区
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
四
つ
の
選
挙
区
と
も
に
獲
得
議
席
数
で
第
一
党
と
な
っ
て
い
る
。
四
つ
の
選
挙
区
を
さ

ら
に
四
十
二
地
区
に
細
分
化
し
た
場
合
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
首
都
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
の
全
五
地
区
を
含
む
二
十
六
地
区
で
得
票
率
第
一
党
と
な

っ
た
。
ま
た
Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
二
大
都
市
の
う
ち
、
首
都
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
で
は
五
地
区
の
平
均
と
し
て
三
八
・
二
九
％

の
得
票
率
を
、
第
二
の
都
市
コ
シ
ツ
ェ
で
は
四
三
・
七
一
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
レ
ベ
ル
の
得
票
率
を
上
回
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
チ
ェ
コ
の
Ｏ
Ｆ
同
様
に
、
反
体
制
勢
力
が
特
に
都
市
部
を
拠
点
と
し
て
い
た
ゆ
え
で
あ
っ
た
。

（
19
）
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③　

選
挙
結
果
の
概
括
と
選
挙
後
の
政
権
構
成
と
議
会

　

一
九
九
〇
年
国
政
選
挙
の
結
果
は
、
七
党
が
議
席
を
獲
得
し
、
法

案
の
可
決
に
必
要
な
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
政
党
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
多
党
制
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
議

席
率
が
三
割
程
度
に
と
ど
ま
る
第
一
党
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
、
地
方
レ
ベ
ル

で
は
安
定
し
て
得
票
率
第
一
党
に
な
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

　

選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
メ
チ
ア
ル

を
首
相
と
す
る
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
・
Ｋ
Ｄ
Ｈ
・
Ｄ
Ｓ
の
三
党
に
よ
る
連
立
政

権
が
発
足
し
た
。
議
会
第
一
党
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
と
第
二
党
の
Ｋ
Ｄ
Ｈ
の
議

席
率
合
計
が
五
二
・
七
％
と
過
半
数
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
残
る
四
党
の
中
で
は
政
策
の
違
い
が
小
さ
い
第
六
党
の
Ｄ
Ｓ

が
連
立
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
七
党
が
議
席
を
有
す
る
議
会
の
有
効

政
党
数
は
五
・
〇
と
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
九
〇
年
六
月
以
降
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い

て
与
党
は
弱
く
、
政
党
間
競
争
が
活
発
だ
っ
た
。
こ
の
与
党
の
弱
さ

は
、
与
党
自
体
が
連
立
政
権
で
あ
り
、
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

表 6　1990年 6月スロヴァキア国民評議会議員選挙における各政党の候補者数と当選者数

全国 ブラチスラヴァ 西部 中部 東部

候補者 当選者 候補者 当選者 候補者 当選者 候補者 当選者 候補者 当選者

VPN 142 48 33 6（5） 38 13 34 13 37 16（15）

KDH 127 31 19 1 36 9 34 11（10） 38 10

SNS 64 22 19 2 21 7 15 10 9 3（2）

KSS 90 22 8 3（2） 27 7（6） 30 6 25 6

ESWMK 98 14 12 1（0） 33 9 25 1 28 3（2）

DS 144 7 30 1 38 2 34 2 37 2

SZ 71 6 9 1（0） 18 1 18 2（1） 26 2（1）

合計 ─ 150 ─ 15 ─ 50 ─ 46 ─ 41

当選者数は、未配分票の全国レベルでの再分配後の数。（　）内は、再分配される議席を除いた
当選者数。
［出典］　チェコ、スロヴァキア合同議会デジタルライブラリー

（http://www.nrsr.sk/dl/Browser/DsDocument?documentId=289264）
（最終アクセス：2017年 7 月 1 日）
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（
2
）　

地
方
選
挙
法
の
審
議
過
程

　

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
基
本
的
な
地
方
自
治
制
度
の
法
整
備
は
、
一
九
九
〇
年
八
月
二
十
八
日
に
議
会
で
成
立
し
た
地
方
選
挙
法

と
、
同
年
九
月
四
日
に
成
立
し
た
地
方
自
治
法
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
法
律
は
、
そ
の
後
成
立
し
た
地
方
自
治
の
関
連
法
に
対

し
て
、
基
本
法
と
し
て
の
様
相
を
持
ち
、
地
方
自
治
制
度
の
骨
格
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
執
政
部
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
方

選
挙
法
・
地
方
自
治
法
の
い
ず
れ
の
法
律
に
お
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
先
行
し
て
成
立
し
た
地
方
選
挙
法
に

特
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
。

①　

地
方
選
挙
法
案
の
提
出

　

チ
ェ
コ
同
様
に
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
議
会
で
の
法
案
審
議
以
前
か
ら
、
同
年
十
一
月
に
最
初
の
地
方
選
挙
の
実
施
が
決
定
さ
れ
て

お
り
、
議
会
で
は
地
方
自
治
の
法
整
備
を
同
年
九
月
初
頭
ま
で
に
行
う
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
第
二
回
本
会
議
で
の
メ
チ
ア
ル

首
相
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
（
六
月
二
十
九
日
）
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
の
法
整
備
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
に
よ
る
地
方
選
挙
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
案
は
同
年
七
月
二
十
四
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
法
案
は
市
町
村
レ
ベ
ル

に
お
け
る
地
方
自
治
導
入
を
目
的
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
長
や
市
町
村
議
会
に
関
す
る
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
地
方
選
挙

法
・
地
方
自
治
法
の
審
議
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
広
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
つ
あ
る
す
べ
て
の
委
員
会
で
議
論
・
採
決
が
必
要

と
さ
れ
た
。
可
決
に
あ
た
っ
て
は
、
単
純
に
出
席
議
員
の
過
半
数
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

当
初
の
地
方
選
挙
法
案
は
、
そ
の
第
五
条
で
市
町
村
長
の
直
接
選
挙
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
地
方
自
治
法
案
に
お
い
て
も
第
十

三
条
一
項
で
市
町
村
長
が
住
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
市
町
村
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
を
単

一
の
選
挙
区
と
し
て
選
挙
を
行
う
こ
と
（
地
方
選
挙
法
案
第
十
条
六
項
）、
議
会
に
つ
い
て
は
、
多
数
代
表
制
の
導
入
が
規
定
さ
れ
、

市
部
に
つ
い
て
は
人
口
に
比
例
し
て
複
数
の
選
挙
区
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
つ
の
選
挙
区
の
定
数
は
十
二
人
以
下
と
な
る

（
20
）

（
21
）
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こ
と
（
同
二
項
）、
村
部
に
つ
い
て
は
一
つ
の
選
挙
区
の
み
で
定
数
は
十
二
人
か
そ
れ
以
下
と
な
る
こ
と
（
同
三
項
）
が
規
定
さ
れ
た
。

市
町
村
議
会
選
挙
の
立
候
補
に
当
っ
て
は
、
政
党
は
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
ご
と
に
候
補
者
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
（
同
十
七
条
一
項
）
が
、

選
挙
は
比
例
代
表
制
で
は
な
く
多
数
代
表
制
で
実
施
さ
れ
る
。
な
お
、
無
所
属
で
の
立
候
補
は
可
能
で
あ
る
が
、
市
町
村
長
・
議
会
両

選
挙
と
も
に
、
候
補
者
は
人
口
に
応
じ
て
有
権
者
か
ら
の
署
名
が
必
要
と
さ
れ
た
（
同
十
七
条
二
項
、
第
二
十
二
条
二
項
）。
し
た
が

っ
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
政
府
与
党
が
二
元
代
表
制
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

②　

地
方
選
挙
法
の
成
立
に
向
け
て

　

市
町
村
長
の
直
接
選
出
を
規
定
し
た
地
方
選
挙
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
は
、
八
月
上
旬
に
は
各
委
員
会
に
送
付
さ
れ
、
審
議
が
行
わ

れ
た
。
各
委
員
会
で
は
市
町
村
長
の
被
選
挙
権
の
引
き
下
げ
や
条
文
の
表
現
の
変
更
等
が
可
決
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
追
加
事
項
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
レ
ベ
ル
で
は
共
産
党
の
議
員
か
ら
、
議
会
選
挙
で
の
多
数
代
表
制
導
入
に
つ
い
て
は
同
意
す
る
も
の
の
、

小
規
模
市
町
村
に
つ
い
て
は
比
例
代
表
制
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
政
党
レ
ベ
ル
で
は
議
会
第
三

党
の
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
党
が
比
例
代
表
制
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
可
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
九
九
〇
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
民
評
議
会
第
三
回
本
会
議
で
は
、
各
委
員
会

で
同
意
さ
れ
た
地
方
選
挙
法
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
審
議
が
行
わ
れ
た
。
審
議
の
冒
頭
で
は
、
同
年
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方

選
挙
に
向
け
た
地
方
選
挙
法
の
制
定
の
期
限
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
議
継
続
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ

て
い
る
。
ブ
ル
ニ
ャ
ー
ク
内
務
大
臣
に
よ
る
法
案
説
明
の
後
に
行
わ
れ
た
各
議
員
か
ら
の
法
案
に
対
す
る
意
見
や
修
正
の
提
案
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
町
村
議
会
選
挙
に
関
し
て
比
例
代
表
制
の
導
入
が
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
市
町

村
長
の
直
接
選
挙
を
規
定
し
た
記
述
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
ず
、
変
更
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二

元
代
表
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
大
き
な
混
乱
は
な
く
同
意
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
与
野
党
を
問
わ
ず
、
政
党
間
競
争
が
活
発
で
、
議
会

（
22
）

（
23
）
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で
単
独
過
半
数
を
獲
得
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
政
党
が
存
在
し
な
い
環
境
下
か
ら
、
各
政
党
が
二
元
代
表
制
を
選
好
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
最
終
的
に
は
政
府
法
案
が
可
決
さ
れ
、
二
元
代
表
制
の
導
入
が
決
定
し
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
な
ぜ
民
主
的
な
地
方
自
治
制
度
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
、
従
来
政
治
制
度
を
共
有
し

て
い
た
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
対
象
と
し
て
、
両
国
で
異
な
る
地
方
自
治
制
度
が
設
計
さ
れ
た
要
因
を
、
地
方
に
お
け
る
執
政
部

の
選
出
方
法
に
着
目
し
て
分
析
し
た
。

　

分
析
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
で
は
、
国
政
選
挙
で
勝
利
し
た
与
党
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｏ
Ｆ
）
が
全
国
レ
ベ
ル

の
み
な
ら
ず
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
優
勢
で
あ
り
、
強
い
与
党
の
存
在
と
政
党
間
競
争
が
活
発
で
な
い
環
境
が
生
み
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
地
方
自
治
法
案
の
審
議
過
程
か
ら
、
野
党
が
二
元
代
表
制
の
導
入
を
目
指
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
い
与
党
で
あ
る

Ｏ
Ｆ
が
議
会
制
の
導
入
に
拘
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
議
会
で
多
数
派
を
確
保
す
る
強
い
与
党
の
賛
成
の
下
、

チ
ェ
コ
で
は
議
会
制
が
導
入
さ
れ
た
。
他
方
で
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
三
党
に
よ
る
連
立
政
権
が
形
成
さ
れ
た
が
、
与
党
第
一
党
で
あ

る
暴
力
に
反
対
す
る
公
衆
（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
は
、
一
九
九
〇
年
国
政
選
挙
で
全
国
レ
ベ
ル
、
選
挙
区
レ
ベ
ル
と
も
に
過
半
数
の
議
席
は
獲
得

で
き
な
い
弱
い
与
党
で
あ
り
、
政
党
間
競
争
は
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
元
代
表
制
の
導
入
を
明
記
し
た
地
方
自
治
法
案
の
審
議

過
程
か
ら
、
二
元
代
表
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
野
党
か
ら
の
反
対
も
な
く
、
与
野
党
と
も
に
二
元
代
表
制
を
選
好
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
党
も
地
方
議
会
選
挙
で
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
見
込
み
が
少
な
く
、
ゆ
え
に
与
党
第
一
党
の
Ｖ

Ｐ
Ｎ
と
同
様
に
、
二
元
代
表
制
を
選
好
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
実
際
に
二
元
代
表
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
分
析
結
果
よ
り
、
本
稿
の
仮
説
1
と
2
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
証
さ
れ
、「
制
度
設
計
の
主
体
で
あ
る
国
政
与
党
は
、
自
ら
の
政
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治
的
環
境
を
推
定
し
た
上
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
地
方
政
府
の
政
権
運
営
に
参
加
す
る
た
め
に
よ
り
優
位
な
制
度
を
選
択
す
る
」
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
制
度
の
設
計
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
原
因
は
、
制
度
設
計
を
主
導
す
る

ア
ク
タ
ー
の
利
益
や
選
好
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
が
既
存
の
研
究
に
も
た
ら
す
貢
献
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
民
主
化
後
の
政
党
政
治
の
場
で
形
成
さ

れ
る
国
内
政
治
制
度
の
形
成
を
扱
っ
た
本
稿
の
分
析
は
、
民
主
的
な
政
治
制
度
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
政
治

学
の
重
要
な
問
い
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
方
自
治
制
度
の
設
計
が
、
先
行
研
究
が
従
来
扱
っ
て
き

た
中
央
レ
ベ
ル
の
統
治
制
度
や
選
挙
制
度
の
設
計
と
は
異
な
る
ア
ク
タ
ー
や
利
益
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
提
示
し
た
点
は
、
民
主

化
と
国
内
政
治
制
度
の
構
築
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。
特
に
、
政
治
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
執
政
部
の
選
出
方

法
に
関
す
る
制
度
が
い
か
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
広
く
比
較
政
治
学
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

今
後
は
、
地
方
自
治
制
度
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
立
や
中
央
地
方
関
係
の
再
設
計
の
政
治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研
究
の
蓄

積
が
期
待
さ
れ
る
。

〔
謝
辞
〕　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
提
出
し
、
査
読
を
経
て
同
年
八
月
に
掲
載
が
許
可
さ
れ
た
筆
者
の
修
士
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で

す
。
本
稿
の
査
読
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
名
の
匿
名
の
査
読
者
の
先
生
方
に
は
、
大
変
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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チ
ェ
コ
議
会
下
院　
（http://w

w
w

.psp.cz/sqw
/hp.sqw

?akk=4

）　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
六
日

チ
ェ
コ
政
府
統
計
局
選
挙
デ
ー
タ
（http://w

w
w

.volby.cz/

）　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
六
日

チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
合
同
議
会
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://w

w
w

.nrsr.sk/dl/?lang=en

）　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
一
七
年
七

月
一
六
日

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
統
計
局
選
挙
デ
ー
タ
（http://volby.statistics.sk/

）　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
六
日

中
東
欧
・
旧
ソ
連
諸
国
の
選
挙
デ
ー
タ　
（http://src-hom

e.slav.hokudai.ac.jp/election_europe/index.htm
l

）　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
、
二
〇

一
七
年
七
月
一
四
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
な
ど
が
議
会
制
を
導
入
し
た
の
に
対
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
な
ど
は

二
元
代
表
制
を
導
入
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
人
口
が
一
万
人
を
超
え
る
場
合
は
議
会
制
が
、
下
回
る
場
合
は
二
元
代
表
制
が
採
用
さ
れ
た
。

近
年
チ
ェ
コ
に
お
い
て
も
、
二
元
代
表
制
の
導
入
が
議
論
さ
れ
て
い
る
（Jüptner 2012
）
が
、
制
度
の
変
更
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
1
）

（
2
）
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チ
ェ
コ
で
は
、
一
九
九
〇
年
地
方
選
挙
で
無
所
属
候
補
が
得
票
率
の
一
〇
・
六
％
、
議
席
率
の
二
七
・
六
％
を
占
め
た
。
人
口
の
多
い
都
市

部
で
は
無
所
属
候
補
の
割
合
が
よ
り
少
な
く
、
首
都
プ
ラ
ハ
で
は
議
席
率
の
わ
ず
か
二
・
六
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
チ
ェ
コ
統
計
局

お
よ
びIllner 1998, 60

）。
同
様
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
も
、
一
九
九
〇
年
の
地
方
選
挙
で
市
町
村
長
の
二
五
・
八
％
、
議
会
の
一
五
・
八
％
を
無

所
属
候
補
が
占
め
、
そ
れ
以
外
は
政
党
候
補
者
が
占
め
た
（M

alíková and Buček 1997, 709-710

） 

。
こ
の
傾
向
は
続
く
一
九
九
四
年
選
挙

で
も
同
様
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
で
は
無
所
属
候
補
の
議
席
率
が
全
市
町
村
で
五
三
・
六
％
と
な
っ
た
も
の
の
、
都
市
部
で
は
一
〇
％
未
満
を
占
め
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

広
域
レ
ベ
ル
に
は
、
中
央
政
府
の
地
方
行
政
を
行
う
機
関
と
し
て
郡
（okres

）
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
は
市
町
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
議

員
を
有
す
る
郡
議
会
が
存
在
し
た
が
、
郡
自
体
は
「
自
治
体
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
（
林　

二
〇
〇
二
、
四
頁
）。

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
と
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
や
フ
ラ
イ
も
同
様
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
（Craw

ford and Lijphart 1997,  Frye 1997

）。
ま
た
、

東
欧
諸
国
に
お
け
る
選
挙
制
度
の
選
択
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
ブ
ノ
ワ
は
、
世
論
や
国
外
要
因
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
（Benoit  

2007

）。体
系
的
な
研
究
と
し
て
、
歴
史
的
制
度
論
と
の
関
連
で
はEkiert and H

anson

（2003

）、
比
較
歴
史
分
析
と
の
関
連
で
はBeissinger 

and K
otkin

（2014

）。

彼
ら
は
、
ア
ク
タ
ー
の
合
理
性
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
歴
史
的
遺
産
が
そ
れ
に
先
行
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
体
制
転
換
後
に
二
元
代
表
制
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
一
元
代
表
制
に
基
づ
く
地
方
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、

制
度
が
連
続
し
て
い
な
い
（
家
田　

一
九
九
五
）。

チ
ェ
コ
に
お
け
る
地
方
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、Čm

eirek et al.

（2010

）。
戦
間
期
以
前
の
地
方
制
度
に
つ
い
て
は
、
篠
原
（
一
九
九

六
）
な
ど
。

選
挙
制
度
に
関
す
る
選
好
に
つ
い
て
は
、
体
制
側
が
多
数
代
表
制
で
は
な
く
比
例
代
表
制
を
選
好
す
る
事
例
の
存
在
や
、
反
体
制
側
で
あ
っ

て
も
規
模
や
分
裂
の
度
合
い
に
応
じ
て
異
な
る
選
挙
制
度
を
選
好
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
致
の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Elster 

et al. 1998, 112

）。

実
際
に
連
邦
議
会
は
、
連
邦
憲
法
を
改
正
し
て
地
方
自
治
を
憲
法
で
保
障
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て

は
、
党
派
的
利
益
と
は
一
線
を
画
す
る
連
邦
大
統
領
の
制
度
設
計
へ
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Elster et al. 1998, ch.4

）
が
、
実
際
に
は
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議
会
に
制
度
設
計
の
決
定
権
が
存
在
し
て
お
り
（Birch et al. 2002

）、
大
統
領
の
主
張
は
導
入
さ
れ
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。

選
挙
制
度
研
究
で
は
、
政
党
の
目
標
か
ら
制
度
設
計
を
捉
え
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
議
席
最
大
化
に
つ
い
て
はBenoit 

and H
eyden

（2001

）、
政
策
の
実
現
や
公
職
の
獲
得
に
つ
い
て
はBaw

n

（1993

）
な
ど
。

ま
た
、
二
大
政
党
制
の
よ
う
に
強
い
野
党
が
存
在
す
る
場
合
も
、
与
党
と
の
政
党
間
競
争
が
活
発
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
一
部
の
議
会
で
多

数
派
を
形
成
で
き
る
可
能
性
が
高
く
と
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
安
定
し
て
多
数
派
を
形
成
で
き
る
可
能
性
は
小
さ
い
。

中
東
欧
・
旧
ソ
連
諸
国
の
選
挙
デ
ー
タ
の
チ
ェ
コ
の
項
（
林
忠
行
氏
作
成
）
を
参
照
。
議
席
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
選
挙
区
ご
と
に
ド

ル
ー
プ
式
で
議
席
配
分
し
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
各
党
の
得
票
を
集
め
、
全
国
を
一
選
挙
区
と
し
て
集
計
し
、
残
り
の
議
席
を
配
分
し
た
。

阻
止
条
項
が
五
％
と
高
く
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
選
挙
結
果
の
非
比
例
性
指
数
は
一
一
・
六
と
小
選
挙
区
制
と
同
様
に
高
い
数
値

で
あ
っ
た
。
非
比
例
性
指
数
の
高
い
選
挙
制
度
は
、
大
政
党
に
有
利
な
制
度
と
さ
れ
る
。

地
方
自
治
法
は
、Zákon 367/1990 Sb.

（české národní rady

）。
地
方
選
挙
法
は
、Zákon 368/1990 Sb.

（české národní rady

）。

例
え
ば
、
地
方
・
国
家
行
政
委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
共
産
党
が
五
、
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｌ
が
二
、
Ｋ
Ｄ
Ｕ
が
一
に
対
し
、
Ｏ
Ｆ
は
十
一
名
で
あ
っ

た
。

中
東
欧
・
旧
ソ
連
諸
国
の
選
挙
デ
ー
タ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
林
忠
行
氏
作
成
）
を
参
照
。
議
席
配
分
方
式
と
し
て
ヘ
ア
式
が
採
用
さ
れ
、
議

席
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
各
選
挙
区
で
の
整
数
以
下
の
未
配
分
議
席
と
未
配
分
票
を
全
国
レ
ベ
ル
で
集
計
し
た
上
で
、
再
配
分
す
る
た
め
、
当
初

設
定
さ
れ
て
い
た
各
選
挙
区
の
定
数
と
実
際
の
各
選
挙
区
か
ら
の
当
選
者
数
に
は
乖
離
が
生
じ
た
。

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
統
計
局
Ｈ
Ｐ
参
照
（http://volby.statistics.sk/nrsr/snr1990/volby90_s/pph90.htm

）（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二

〇
一
七
年
七
月
一
六
日
）。

地
方
選
挙
法
は
、Zákon 346/1990 Zb.

（slovenskej národnej rady

）。
地
方
自
治
法
は
、Zákon 369/1990 Zb.

（slovenskej 
národnej rady

）。

法
案
は
そ
の
後
、
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
成
立
し
た
地
方
選
挙
法
と
条
文
の
番
号
が
異
な
る
。

第
五
回
公
安
委
員
会
で
の
、
エ
デ
ュ
ア
ル
ド
・
バ
ー
ラ
ー
ニ
ー
議
員
の
提
案
。

例
え
ば
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｍ
Ｋ
の
ロ
ー
サ
・
エ
ル
ノ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ラ
ン
コ
・
ア
ン
ト
ン
両
議
員
に
よ
る
質
疑
。
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